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はじめに

ヒトはいろいろな空間環境に接し、生存している。しかし、それぞれの空間によっては心地

良さを得るものと、不快さを得るものがあり、気分としての心身の変化が起きる。これらは一

般的に経験する現象であるが、空間環境のどのような要因がヒトの気分を変化させているかは

明らかでない。そこで、さまざまな空間環境下で walkingを行い、空間環境における心拍数

と気分との関係について検討した o

研究方法

1)対象者は男子学生 6名、女子学生 6名の 12名とした。測定場所には大学内外を含むさまざ

まな空間環境を設定した。分析するにあたりこれらを公園と繁華街に大きく 2つに分類し

(公園;大学内野球場、大学内林道、県立公園、海岸、寺院等、繁華街;駅周辺地下街等)、

さらに大学内林道、水辺・森林、海辺、繁華街屋内、繁華街屋外の 5つに分類した。

2)心拍数の測定方法にはパノレスグラフ(セイコ一社製)を用い、 1分間ごとの測定とした。

3)気分の指標には感情プロフィーノレ検査 (ProfileofMood States: POMS，金子書房)を用い、

運動前・運動後に測定した。

4)測定条件は各空間環境において 20分間の安静、 30分間の運動(walking)、20分間の回復

とした。

5)分析方法

①公園並びに繁華街での心拍数については運動前値を 1とし、その変化率(倍)により、空

間環境が心拍数を変えている証拠を得た。

〔心拍数の処理方法〕
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②各種空間環境下における生理(心拍数)と心理(気分)の関係については、

i )各種空間環境下における平均心拍数と POMSの平均値との関係を求めた。

量)各種空間環境下における運動の効果として、運動後の心拍数と POMSの変化(I:!.. POMS) 

を求め、心拍数とI:!..POMSとの関係を求めた。

6)統計的処理ではすべて危険率 5%以下をもって有意とした。
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研究結果

1 .空間環境の違いは確かに心拍数変動として出現している。

安静時の心拍数を比較すると図 1に示したように繁華街での心拍数は有意に高まってい

た(p < 0.05)。また、運動時の心拍数を比較すると繁華街での心拍数が有意に高まってい
た(p < 0.05)。安静時と運動時の変異係数には違いが見られ、図 2に示したように安静時

では公園が、運動時においては繁華街で大きな変異係数が出現していた(p < 0.05)。安静
時の心拍数水準を 1とし、相対的心拍変動として公園、繁華街での心拍数変化を図 3に示し

た。心拍変動は繁華街に比べ、公園で有意に高かった(p < 0.05)。したがって、空間環境

の違いは確かに心拍数に影響を与えていることが明らかとなった。
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図 1 安静時・運動時における心拍数の比較
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図 2 運動時における変異係数の比較
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図 3 公園・繁華街における相対的心拍変動

2. 空間環境の違いによる心拍数と気分との関係について

いろいろな空間環境における心拍数と POMSとの関係を図 4に示した。心拍数と POMS

との聞には有意な正の相関が成立していた(r =0.35、p< 0.05)。したがって、空間環境の
違いによる心拍水準の変化は気分ときわめて深い関係にあった。運動後の心拍数と POMS

との聞にも有意な相関関係が成立していたことを図 5に示した。(r =0.62， p < 0.05)。し

たがって、運動後の心拍変動は POMS値を軽減化していた。各種の空間環境下における運

動後の心拍数と POMS変化量(tl POMS) との関係を図 6に示した。これらの簡には相関

関係が見出された(r =0.94、p< 0.05)。公園では安静時心拍数が低いが運動による POMS
変動は大きく、繁華街では逆に小さかった。したがって、いろいろな空間環境と共に walking

exerciseが加えられることで、気分に有効に働いていることが明らかとなった。
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図4運動前の心拍数とPOMSの関係
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図5運動後の心舗数とPOMSの関係
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図6運動後の心拍数とPOMS変化量(APOMS)との関係

まとめ

以上の結果から空間環境の違いは確かに安静時心拍、運動時心拍の変異係数、運動後の心

拍に統計学的にも有意に出現していた。これらの心拍数変動は気分としての POMS得点と

の関係が見出され、気分の変換を伴っている現象であった。同時にこれらの環境条件下で行

う walkingは POMS得点をさらに軽減化し、気分良好へ導いていることが明らかとなり、

軽運動は空間環境下で相乗的効果を発揮していることが推測できる。

今後は、これらの要因をさらに分析する必要がある。
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